
   

【
東
大
雪
支
署
】 

10
月
25
日
、「
ト
ム
ラ
散
策
路
」
に
お
い
て
、

新
得
町
立
富
村
牛
小
中
学
校
の
全
校
児
童
14

名
を
対
象
に
森
林
環
境
教
育
を
実
施
し
ま
し

た
。 「

ト
ム
ラ
散
策
路
」
と
は
、
新
得
町
教
育

委
員
会
と
当
署
が
平
成
21
年
度
に
協
定
を
締

結
し
て
い
る
「
遊
々
の
森
」
の
名
称
で
、
富

村
牛
小
中
学
校
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し

て
森
林
散
策
や
野
鳥
等
の
生
態
観
察
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
生
班
は
、
森
の
土
の
働
き
に
つ
い
て

「
生
き
物
カ
ー
ド
」
を
用
い
た
導
入
ゲ
ー
ム

を
し
た
後
、
野
外
に
で
て
実
際
に
地
中
を
掘

り
、
ど
ん
な
生
き
物
が
住
ん
で
い
る
の
か
を

観
察
し
ま
し
た
。 

中
学
生
班
は
、
地
元
森
林
官
か
ら
業
務
内

容
の
説
明
を
受
け
た
後
、「
森
林
官
の
仕
事
体

験
」
と
し
て
遊
々
の
森
に
て
輪
尺
や
（
※
）

ブ
ル
ー
メ
ラ
イ
ス
を
使
っ
て
森
林
調
査
を
行

い
ま
し
た
。 

生
徒
か
ら
は
「
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
。 

初
め
て
使
う 

ブ
ル
ー
メ
ラ
イ 

ス
は
ピ
ス
ト
ル 

の
よ
う
で
ス
ナ 

イ
パ
ー
に
な
っ 

た
気
分
で
し
た
」 

と
感
想
が
あ
り 

ま
し
た
。 

  

   

【
上
川
北
部
森
林
管
理
署
】 

11

月
１
日
と
10

日
に
「
遊
々
の
森
」
協
定

を
締
結
し
て
い
る
名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校

に
お
け
る
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。 

名
寄
南
小
学
校
で
は
、
毎
年
３
年
生
を
対

象
に
２
日
間
に
分
け
て
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
82
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。 

１
日
は
、
小
学
校
体
育
館
で
「
カ
ミ
ネ
ッ

コ
ン
を
利
用
し
た
植
樹
体
験
」
と
「
翼
を
も

っ
た
タ
ネ
の
模
型
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。 

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
（
紙
枠
型
の
植
樹
ポ
ッ
ト
）

の
組
み
立
て
は
み
ん
な
初
め
て
で
、
多
少
難

し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
同
士

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
翼
を
も
っ
た
タ
ネ
の
模
型
作
り
で

は
、
種
子
を
遠
く
ま
で
飛
ば
す
た
め
に
タ
ネ

に
施
さ
れ
て
い
る
工
夫
を
み
ん
な
で
考
え
、

模
型
が
完
成
す
る
と
思
い
思
い
に
飛
ば
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

10

日
に
は
、
森
林
が
持
つ
「
土
砂
災
害
防

止
機
能
」
を
テ
ー
マ
に
、「
土
壌
の
吸
水
実
験
」

と
「
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
の
説
明
」
を
行

い
ま
し
た
。 

 

森
林
教
室
終 

了
後
、
木
材
を 

利
用
す
る
こ
と 

で
森
林
に
興
味 

を
持
っ
て
欲
し 

い
と
の
願
い
を 

込
め
て
、
木
製 

の
ハ
ガ
キ
と
鉛 

筆
を
プ
レ
ゼ
ン 

ト
し
ま
し
た
。 

   

【
西
紋
別
支
署
】 

11

月
29

日
、
滝
上
町
滝
上
郷
土
館
に
お

い
て
、
滝
上
町
立
滝
上
小
学
校
６
年
生
の

児
童
11

名
と
同
町
立
濁
川
小
学
校
３
年
生

か
ら
５
年
生
の
児
童
５
名
の
計
16

名
の
児

童
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。 

こ
の
森
林
環
境
教
育
は
滝
上
み
ど
り
の

森
林
推
進
協
議
会
主
催
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
森
林
環
境
教
育
で
は
、
滝
上
郷

土
館
に
て
滝
上
町
の
林
業
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。 

昔
の
林
業
用
の
道
具
を
見
学
し
な
が
ら
、

の
こ
ぎ
り
の
ノ
コ
身
が
広
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
木
を
ま
っ
す
ぐ
に
切
る
た
め
で
あ

る
こ
と
や
、
昔
は
林
家
で
は
な
く
農
家
が
、

冬
期
間
の
収
入
の
た
め
に
、
林
業
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
、
滝
上
町
の
林
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
、
昭
和
29

年
の
洞
爺
丸
台
風
に

よ
る
風
倒
被
害
の
説
明
も
聞
き
ま
し
た
。 

児
童
の
み
ん 

な
は
、
富
士
見 

峠
に
建
立
さ
れ 

た
樹
霊
碑
の
碑 

文
を
読
み
な
が 

ら
、
当
時
に
思 

い
を
は
せ
て
い 

ま
し
た
。 

   

「各地からの便り」の詳細は 検索森もりスクエア 

新
得
町
立
富
村
牛
小
中
学
校
で
森
林
環
境
教
育

名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校
で
森
林
教
室 

滝
上
小
学
校
・
濁
川
小
学
校
の
森
林
環
境
教
育 

郷土館にて木材の運搬について説明 

作った模型でタネ飛ばし 

森林官による仕事の説明 

（
※
：
ハ
ン
デ
ィ 

タ
イ
プ
の
樹
高 

測
定
用
機
器
） 
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お
知
ら
せ 

     
 

     

。

 

    

平
成
28
年
12
月
４
日
、
札
幌

市
厚
別
区
野
幌
森
林
公
園
内
に

あ
る
北
海
道
博
物
館
講
堂
に
お

い
て
、「
野
幌
森
林
公
園
の
今
」

～
10
年
間
の
動
物
調
査
で
わ
か

っ
た
こ
と
～
」
と
題
し
て
、
台

風
被
害
後
の
森
林
再
生
に
関
す

る
情
報
発
信
を
目
的
と
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
百
五
十
名
余
り
の

野
幌
森
林
公
園
に
関
心
の
あ
る

市
民
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
外
は
寒
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
場
内
は
熱
気
み
な
ぎ
る
中

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成

16
年
９
月
、
台
風
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
野
幌
森
林
公

園
内
の
森
林
の
回
復
状
況
に
つ

い
て
、
10
年
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
そ

の
経
過
と
現
状
な
ど
を
学
識
者

と
と
も
に
情
報
発
信
す
る
も
の

で
す
。 

石
原
森
林
整
備
部
長
よ
り
、

国
有
林
の
近
況
報
告
と
会
場
の

皆
様
方
へ
の
お
礼
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
、
台
風
被
害
地
の

回
復
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
に

つ
い
て
、
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
藤
生
所
長

か
ら
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

          

 

続
い
て
、
学
識
者
の
方
々
か

ら
、
「
森
林
植
生
調
査
」
や
「
野

幌
の
外
来
植
物
」
、
「
歩
行
性

甲
虫
（
昆
虫
）
調
査
」
、
「
菌

類
（
キ
ノ
コ
）
調
査
」
、
「
野

生
動
物
調
査
」
に
つ
い
て
の
報

告
な
ど
、
各
専
門
分
野
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

報
告
の
あ
と
、
会
場
の
方
々

か
ら
質
問
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

お
答
え
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
学

識
者
の
方
々
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

          

今
回
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
た
こ
と
に
よ
り
森
林
再
生
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
々
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

ま
た
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
よ
り
良
い
森
林
再
生
の

取
り
組
み
に
し
て
い
け
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

（
石
狩
地
域
森
林 

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
） 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 

モニタリング調査概要の報告 

学識者の方々との 

パネルディスカッション 

「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術

交
流
発
表
会
」
の
開
催
に
つ
い

て 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
29

年
２
月
２
日
、
３
日
の
２
日

間
、
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流
会

館
」
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
に

係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交
換

を
図
る
た
め
、
「
平
成
28

年
度
北

の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発

表
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

森
林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
を

含
め
、
森
林
・
林
業
に
関
連
す
る

取
組
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局

を
ご
覧
下
さ
い
。 

広報 「北の森林
も り
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